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５．サインの設置箇所に関する基本方針                    

 

 

（１）108系サインの設置個所に関する基本方針 

 

基本的には「交通安全施設設計要領」または「道路標識設置基準・同解説」

に基づいて表示するものとするが、これらの指針に示されない細目について以

下のように表示に関する方針の設定を行う。  

● 最終誘導案内から長く直進が続く場合、目的地への距離や方向に関する情

報を適宜設ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

（２）1１４系サインの設置個所に関する基本方針 

 

基本的には「交通安全施設設計要領」または「道路標識設置基準・同解説」に

基づいて設置するものとするが、これらの指針に示されない細目について以下の

ように表示に関する方針の設定を行う。 

●  複数の施設への誘導が重なる場合には、一箇所にまとめて設置し、利用者の

混乱を招かない、視認性の高いものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例  

 市内への流入ルート（国道） 

 市内への流入ルート（県道・市道） 

 市街地ネットワーク 

 その他幹線道路 

 優先的に設置するサイン 

 順次設置するサイン 

観光拠点から最寄りの

誘導ルートの交差点に

優先的に設置 

観光拠点直近の交差

点に優先的に設置 

複数の誘導サインがある場合

については集合化を図る 

誘導ルートの交差

する交差点には優

先的に設置 

誘導ルートと交差す

る幹線道路の交差点

にも順次設置 

高速道路 ICから誘

導ルートと最初に

交差する交差点に

は優先的に設置 

※国道304号については福光市街地では市道を対象ルートとする。  

※（主）金沢井波線については（市）法林寺祖谷線、（市）吉江中中ノ江線を経由し

福光市街地に至るルートを対象とする。  
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■ 地名表示のあり方  ■ 

 

・南砺市内における地名表示は、旧地名を基本とする。 

・現在、「福光市街」、「福野市街」などの表示については「福光」、「福野」などの

表示に変更する。 

６．１０８系サインの表示方針            
 

６－１ 地名表示について 

 

町村合併によって地名表記が変更となっていることを踏まえ、各地域への案内につい

て検討を行う。 

地名変更による内容について整理すると、以下のように整理される。  

 

① 旧地名が残っているのは、その地域の中心部と思われる箇所に多く見ら

れる。 

② 旧平村では、平という地名は消滅している。 

③ 利賀村は全て大字の前に地名が残っている。 

④ 各地域の一部では旧地名が残っている。特に、その地名の中心であった

と思われる地区では、旧地名を残すところが多い。 

 

 

例 市内庁舎の住所標記 

 合併前 合併後（現在） 

城端庁舎 
（城端行政センター） 

東礪波郡城端町城端1046 南砺市城端1046 

平行政センター 
 

東礪波郡平村下梨2240 南砺市下梨2240 

上平行政センター 
 

東礪波郡上平村細島879 南砺市上平細島879 

利賀行政センター 
 

東礪波郡利賀村利賀 南砺市利賀村171 

井波庁舎 
（井波行政センター） 

東礪波郡井波町井波520 南砺市井波520 

井口行政センター 
 

東礪波郡井口村蛇喰1009 南砺市蛇喰1009 

福野庁舎 
（福野行政センター） 

東礪波郡福野町苗島4880 南砺市苗島4880 

福光庁舎 
（福光行政センター） 

西礪波郡福光町荒木1550 南砺市荒木1550 

 

 

  今後、旧地名は時間を経過するにつれてそのイメージは薄くなっていくものと考えら

れるが、一方で慣れ親しんだ地名がサイン改修で消えてしまえば、利用者の混乱を招く

恐れもあるものと考えられる。 

  そこで、本計画では地名表示のあり方を右のように設定する。 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表示方針の概要 

・市民に馴染みのある地名が表記されることから、新しい地名で表記されるよ

りも分かりやすい。 

・市外からの来訪者にとっても、新しい地名で表記されるより観光地など訪問

地を想定しやすく分かりやすい。 

・原則的に現行の表示と同様であることから、更新にかかるコストを低く抑え

ることができる。 
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６－２ 地方名・五箇山の表示について 

 

五箇山（ごかやま）は、富山県の南西端にある南砺市の旧平村、旧上平村、旧利賀村を

合わせた地域を指す。 

 

白川郷・五箇山の合掌造り集落は、飛騨地方の白川郷と五箇山にある合掌造りの集落群で、

1995 年 12 月 9日にユネスコの世界遺産（文化遺産）に登録され、日本では 6件目の世界遺

産となった。 

世界遺産センターが公式に示している世界遺産の登録名は  Historic Villages of 

Shirakawa-go and Gokayama （英語）/ Villages historiques de Shirakawa-go et 

Gokayama （フランス語）である。文化庁は日本語名を「白川郷・五箇山の合掌造り集

落」としている。 

すなわち、国際的には五箇山という名称が知られており、日本国内でもこの五箇山とい

う地名で世界遺産として認識されているため、五箇山という表示は残さなくてはならない

ものと判断される。 

 

現在サインの表記は、遠方に設置されているサインには五箇山と表示され、利賀との分

岐点や上平、平に近づくにつれて各地区の名称、合掌集落の名称という順に案内の内容が

変わってくる。利用者は五箇山を目指して訪れ、ある地点から上平や平という地名、○○

合掌集落という施設名と変わることに対して、ある程度知識があれば理解できるが、そう

でない来訪者は戸惑うこととなる。 

このため、表記については五箇山という名前を残すか、世界遺産のピクトグラムを合わ

せて表記する等の工夫が必要である。 

本計画では、五箇山の地名については下記の方針で表記を行うものとする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、現状では五箇山に関する地名表示は、以下に示す事例が見られる。  

タイプⅠ：Ａゾーンから世界遺産（平、上平）へのサインの誘導表示は「五箇山」 

利賀村への誘導は行われていない。 

タイプⅡ：Ｂゾーンから利賀へのサイン誘導表示は「利賀」  

平・上平への誘導は行われていない。 

タイプⅢ：Ｃゾーン（五箇山）の中では「平」「上平」「利賀」で表示される。  

タイプⅣ：世界遺産相倉合掌集落や菅沼合掌集落は、Ｄゾーンに近づくと表示されるよ

うになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

地方名・五箇山の表示に関する方針 

 ● 旧平村、旧上平村は遠方からの誘導を行う場合「五箇山」と表示する。 

 ● 旧利賀村は「利賀」と表記する。 

 ● 旧利賀村の地域内から旧平村、旧上平村へのサインには「五箇山」と表示する。  

● 旧平村、旧上平村の地域内では、双方向で旧平村、旧上平村と表示する。  

 ● 世界遺産相倉合掌集落や菅沼合掌集落は、距離が近い区域でそれぞれの集落名称を

表示する。 

 

Ａゾーン Ｂゾーン 

Ｃゾーン 
Ｄゾーン 

タイプⅡ 

タイプⅢ 

タイプⅠ 

タイプⅣ 



- 10 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

108系サイン例２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

108系サイン例３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６－３ サイン表示内容の基本方針 

 

108系サインの表示内容に関する基本方針 

 

基本的には「交通安全施設設計要領」または「道路標識設置基準・同解説」に基づ

いて表示するものとするが、これらの指針に示されない細目について、以下のように

表示に関する方針の設定を行う。 

 

① 世界遺産「相倉合掌造り集落」や「菅沼合掌造り集落」など、国際的に著名な

施設の案内は、これらに向かう沿線上には必ず表示する。  

② 県境を越えて利用が見込める施設については、施設へ向かう道路の右左折地点

に表示する。 

③ 地名表示は新地名表示ではなく、旧地名表示で行う。  

④ 市街地への誘導は、誘導ルート上の最寄りの市街地、または最寄りの市街地お

よび南砺市内でその道路が到達する市街地を表示する。ただし、道路が分岐す

るなどの理由で、到達地点が複数存在する場合は省略する。 

⑤ 高速道路や有料道路への誘導は、別板にて表示する。  

⑥ JR駅などの交通結節地点や主要地への誘導を行う。 

⑦ イメージの共有ができる施設については、ピクトグラムの積極的な導入を図る。 

⑧ 国際表示（ヘボン式表記）を併記する。 

 

 

注）④において世界遺産五箇山の表示を行うサインについては、地名が３箇所表示とな

ることで表示項目が多くなり視認性が悪くなるなどの問題が生じた場合、114系サ

インを添架するなどの対応を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

      

 

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

 

 

 

 

 

 

108系サイン例１ 

 

 

   

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

                     

 

 

 

 

 

  

東海北陸道 
TOKAI-HOKURIKU 

EXPWY 

16  福光 
FUKUMITSU 

     

21 304 

27 

 

井口 井波 
Inokuchi Inami 

福野 
Fukuno 

Johana 

城端 

     

304 21 

 

金沢 
Kanazawa 

城端 
Johana 304 27 

 
Inami 
井波 

     

城端駅 
Johana Sta. 

金沢 福光 
Kanazawa・Fukumitsu 

304 

① ,② 

③ 

④ 

⑤ 

世界遺産表示については、114

系表示を行うものや、直接書き

込むものが考えられる。 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑧ 

④ 
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108系サインの地名表記の考え方 

 

108系サインの地名表記については、「交通安全施設設計要領」または「道路標

識設置基準・同解説」に定められており、この基準に以下に掲げる南砺市の地名表

記の考え方を追加し、今後の更新時期等において、道路管理者と個別に協議を行う

ものとする。 

 

● 各市街地への表記は旧地名のままとする。 

● 旧平村、旧上平村は遠方からの誘導を行う場合は「五箇山」と表記する。  

● 旧利賀村は「利賀」と表記する。 

● 世界遺産相倉合掌集落や菅沼合掌集落は、距離が近い区域でそれぞれの集落

名称を表示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通安全施設設計要領（抜粋） 

 

 

 基準での 

地名 

南砺市として 

表示する地名 

基準地 富山 岐阜  金沢 

重要地 
魚津  富山 

高岡  砺波 

富山 

高岡  砺波 

主要地 

※南砺市関連のみ 

小矢部  平 

福光 

小矢部  五箇山 

南砺 

一般地 

（地名・町名等） 

※南砺市関連のみ 

城端  上平 

利賀  庄川 

井波  井口 

福野  八尾 

平   福光 

城端  上平 

利賀  庄川 

井波  井口 

福野  八尾 

一般地 

（著名地点） 

※南砺市関連のみ 

五箇山  刀利ダム 刀利ダム 

世界遺産 相倉合掌集落 

世界遺産 菅沼合掌集落 

 

※南砺市として表示する地名には、既に設置されているサインの表示も含む。 

※上記以外の地名が既に108系に表示されている場合は、更新時等において、道路管理者

と個別に協議を行うものとする。 

※「南砺」は市外からの誘導時には「南砺（福光）」「南砺（利賀）」といった表記を行う

ものとする。 
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（サインの表示内容）道路標識設置基準・同解説（抜粋） 

 

（サインの表示情報）道路標識設置基準・同解説（抜粋） 

 

108系 

114系 

（サインの表示例）道路標識設置基準・同解説（抜粋） 
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７．１１４系サインの表示方針            
 

７－１ 表示施設の選定 

 

南砺市において114系のサイン誘導を行う対象施設については、市内外から多くの利用

者が見込まれ、公益性の高い施設を中心とする。 

これらの施設について、当該施設の利用者や特性などを勘案し、表示施設の優先度の設

定を行った。（右記以降の表に各地域の主な施設を掲載） 

 

 

 

 

 

 

 

またこの中でも、優先度の高い施設については、以下のように細分類を行った。 

 

■ 優先度の高い施設の分類の考え方 ■ 

 

 ①  国際的に著名であり、日本全国からはも

とより海外からの来訪者が見込める施設 

（ミシュランガイド、世界遺産登録） 

 ② 国際的に著名であり、①に準じる施設  

（国際的イベント開催） 

③ 県境を越えての利用が見込める施設 

（近隣県を誘致圏内に含める施設） 

 ④ 県内利用が主体の施設 

 

 

本来、施設案内は114系サインで誘導を図るものとしているが、優先度高のSSSについ

ては、108系サインの中に表記するものとし、市内へ流入してから目的地まで、来訪者が

解りやすく誘導を受けることができるものとする。 

また、SSおよびSについては、優先的に誘導すべき施設とし、主要な交差点にも114

系サインの設置を優先的に検討するものとする。 

誘導する施設については優先度の設定に基づきリストアップされた施設を基本とする

が、他に必要と考えられる施設については、管理者等と個別に調整協議を行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

●井波地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●井口地域 

 

 

 

 

 

 

SSS 

SS 

S 

  

108系サイン 

に表示する 

114系サイン 

に表示する 

検討対象外 

114系サイン 

に表示する 

108系サイン 

に表示する 

114系サイン 

に表示する 

優先度  高  ＳＳＳ  ＳＳ  Ｓ   優 先 度 の高 い 施 設の 分 類（ 下 記） 参 照  

優先度  中   地 元 の 方利 用 が 主だ が 重要 な 施設 、市 外か ら の来 訪 があ る 施設  

優先度  低   市 外 か らの 来 訪 が少 な い、 も しく は 民間 施 設  

 

種別 施設 備考

レジャー施設 閑乗寺公園（散居村展望） 市内外から多くの利用者がある（スキー場）

観光・文化施設 道の駅井波（いなみ木彫りの里創遊館） 市内外から多くの来訪者がある（道の駅であり、地域の拠点である）

観光・文化施設 井波彫刻総合会館

観光・文化施設 八日町通り（石畳） 交通広場への誘導をする

観光・文化施設 井波別院瑞泉寺 市内外から多くの来訪者がある

観光・文化施設 よいとこ井波 市内外から多くの来訪者がある

観光・文化施設 黒髪庵 黒髪庵自体の駐車場は無く、まずは、交通広場への誘導が必要である

行政・公共施設 交通広場 市内外から多くの利用者がある

観光・文化施設 井波物産展示館 市内外から多くの来訪者がある

観光・文化施設 高瀬神社 初詣・結婚式など市内外からの来訪者がある

観光・文化施設 あずまだち高瀬 市内外から多くの来訪者がある

行政・公共施設 井波歴史民俗資料館（高瀬遺跡） 市外からの来訪者がある

観光・文化施設 不動滝の霊水 来訪者が主に市民・地元民である

行政・公共施設 井波庁舎（井波行政センター） 地元の方の利用が主だが、重要な拠点となる

行政・公共施設 井波総合文化センター イベントや催し物を実施し、市内外からの多くの利用がある

行政・公共施設 井波図書館 利用者が主に市民である

行政・公共施設 いなみ交流館「ラフォーレ」 利用者が主に市民・地元民である

行政・公共施設 南砺市民病院 地元の方の利用が主だが、緊急性があり、重要な施設である

体育施設 井波社会体育館 利用者が主に市民・地元民である

種別 施設 備考

レジャー施設 赤祖父ため池 市外からの来訪者がある

レジャー施設 赤祖父レイクサイドパーク 市外からの来訪者がある

行政・公共施設 ゆ～ゆうランド・花椿 市内外から多くの利用者がある（温泉施設）

レジャー施設 トナミロイヤルGC 民間の施設であり、特に公共性もない。民間業者で対応すべきである。

観光・文化施設 いのくち椿館 市内外から多くの来訪者がある

行政・公共施設 井口行政センター 地元の方の利用が主だが、重要な拠点となる

行政・公共施設 地域包括支援センター 利用者が主に市民である

行政・公共施設 南砺市社会福祉協議会 利用者が主に市民である

行政・公共施設 井口警察官駐在所 利用者が主に市民である
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●城端地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●福野地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●福光地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種別 施設 備考

レジャー施設 桜ヶ池公園・自遊の森

レジャー施設 桜ヶ池クアガーデン

レジャー施設 桜ヶ池クライミングセンター

レジャー施設 つくばね森林公園 市外からの来訪者がある

観光・文化施設 城端曳山会館・蔵回廊 市内外から多くの利用者がある

観光・文化施設 じょうはな織館 市内外から多くの利用者がある

観光・文化施設 城端別院善徳寺 市内外から多くの利用者がある

観光・文化施設 縄ヶ池 市外からの来訪者がある

観光・文化施設 JR城端線城端駅 市内外から多くの利用者があり、交通の主要な駅である。また観光案内所もある

行政・公共施設 城端庁舎（城端行政センター） 地元の方の利用が主だが、重要な拠点となる

観光・文化施設 じょうはな座 イベントや催し物を実施し、市内外からの多くの利用がある

観光・文化施設 南砺市観光協会 観光案内所があり、市内外から多くの来訪者がある

行政・公共施設 城端図書館 利用者が主に市民・地元民である

行政・公共施設 南砺中央病院 地元の方の利用が主だが、緊急性があり、重要な施設である

行政・公共施設 城端老人福祉センター「美山荘」 利用者が主に市民である

体育施設 城南スタジアム 市内外から多くの利用者がある

体育施設 城南テニスコート 市内外から多くの利用者がある

体育施設 城南屋内グラウンド 利用者が主に市民である

体育施設 城端温水プール 利用者が主に市民である

市内外から多くの来訪者がある

種別 施設 備考

レジャー施設 安居寺 市外からの来訪者がある

レジャー施設 安居緑地広場 市外からの来訪者がある

レジャー施設 安居寺公園 市外からの来訪者がある

観光・文化施設 福野高校　巌浄閣 市外からの来訪者がある

観光・文化施設 JR城端線福野駅 市内外から多くの来訪者があり、交通の主要な駅である

行政・公共施設 福野庁舎（福野行政センター） 地元の方の利用が主だが、重要な拠点となる

行政・公共施設 南砺消防署福野分署 今後の動向を見極める必要があり

行政・公共施設 福野文化創造センター（ヘリオス） イベントや催し物を実施し、市内外からの多くの利用がある

行政・公共施設 福野図書館 利用者が主に市民である

行政・公共施設 南砺家庭地域医療センター 地元の方の利用が主だが、緊急性があり、重要な施設である

体育施設 福野体育館 グラウジーズなど、市外からの利用者がたくさん集まるような大会を開催している

体育施設 福野B＆G海洋センター 利用者が主に市民である

観光・文化施設 南砺市園芸植物園（フローラルパーク） 市内外から多くの来訪者がある

体育施設 旅川グラウンド 利用者が主に市民である

種別 施設 備考

レジャー施設 ぬくもりの郷 市内外から多くの利用者がある（温泉施設）

観光・文化施設 医王山 来訪者が主に市民・地元民である

レジャー施設 IOX-AROSAスキー場 市内外から多くの利用者がある（スキー場）

観光・文化施設 道の駅福光（なんと一福茶屋） 市内外から多くの来訪者がある（道の駅であり、地域の拠点である）

観光・文化施設 愛染苑 ・鯉雨画斎 市内外から多くの来訪者がある

観光・文化施設 巴塚公園 市外からの来訪者がある

観光・文化施設 福光城址・栖霞園 市外からの来訪者がある

観光・文化施設 刀利ダム 来訪者が主に市民・地元民である

観光・文化施設 JR城端線福光駅 市内外から多くの来訪者があり、交通の主要な駅である

行政・公共施設 福光庁舎（福光行政センター） 地元の方の利用が主だが、重要な拠点となる

行政・公共施設 福光保健センター 利用者が主に市民である

行政・公共施設 小矢部川公園（桜並木） 市外からの来訪者がある

行政・公共施設 公立中央図書館 利用者が主に市民である

行政・公共施設 南砺警察署 地元の方の利用が主だが、緊急性があり、重要な施設である

行政・公共施設 南砺消防署 地元の方の利用が主だが、緊急性があり、重要な施設である

行政・公共施設 福光福祉会館・松村記念館 松村記念館としては、市外からの利用者がある

行政・公共施設 やすらぎ荘 利用者が主に市民である

行政・公共施設 福光児童館きっずらんど 利用者が主に市民である

行政・公共施設 福祉の家「光龍館」 利用者が主に市民である

体育施設 福光体育館 利用者が主に市民である

行政・公共施設 福光美術館 イベントや催し物を実施し、市内外からの多くの利用がある

体育施設 福光プール（福光総合運動公園）

体育施設 福光総合グラウンド（福光総合運動公園）

体育施設 福光屋内グラウンド（福光総合運動公園）

レジャー施設 福光温泉 民間（社会福祉協議会）の施設であるが、公共性がある

体育施設 クレー射撃場

体育施設 福光里山体育館

市外からの来訪者がある（石川県からの利用者もある）

射撃場として、地域の特性があり、市外からの利用者もある
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●上平地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●利賀地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種別 施設 備考

レジャー施設 たいらスキー場 市内外から多くの利用者がある（スキー場）

レジャー施設 クロスカントリー場 市内外から多くの利用者がある（スキー場）

観光・文化施設 五箇山総合案内所 市内外から多くの利用者がある

行政・公共施設 こきりこ館（上梨コミュニティセンター） 利用者が主に市民・地元民である

レジャー施設 五箇山荘 市内外から多くの利用者がある。五箇山で重要な宿泊施設である

観光・文化施設 道の駅たいら（五箇山和紙の里） 市内外から多くの利用者がある（道の駅であり、地域の拠点である）

行政・公共施設 丸山荘（小谷コミュニティセンター） 利用者が主に市民・地元民である

観光・文化施設 たいらマウンテンスクール・たいらビジターハウス「おたに荘」 市外からの利用者がある

観光・文化施設 相倉合掌造り集落 市内外から多くの利用者がある

行政・公共施設 平行政センター 地元の方の利用が主だが、重要な拠点となる

行政・公共施設 平診療所 地元の方の利用が主だが、緊急性があり、重要な施設である

行政・公共施設 平図書館 利用者が主に市民・地元民である

行政・公共施設 平若者センター（春光荘） 五箇山エリアの主要な会議・講習会場として利用される

行政・公共施設 ゆ～楽 市内外から多くの利用者がある（温泉施設）

行政・公共施設 平駐在所 利用者が主に市民である

種別 施設 備考

観光・文化施設 道の駅上平（ささら館） 市内外から多くの利用者がある（道の駅であり、地域の拠点である）

レジャー施設 タカンボースキー場 市内外から多くの利用者がある（スキー場）

レジャー施設 桂湖 ボート競技の大会などの利用実態があり、市外から多くの来訪者がある

観光・文化施設 菅沼合掌造り集落 市内外から多くの利用者がある

観光・文化施設 五箇山合掌の里 世界遺産と隣接して市内外から多くの利用があり、合掌造りで様々な体験ができる。

観光・文化施設 民謡の里 市外からの利用者がある

行政・公共施設 くろば温泉 市内外から多くの利用者がある（温泉施設）

行政・公共施設 上平行政センター 地元の方の利用が主だが、重要な拠点となる

行政・公共施設 上平診療所 地元の方の利用が主だが、緊急性があり、重要な施設である

行政・公共施設 上平駐在所 利用者が主に市民である

行政・公共施設 五箇山山村開発センター 利用者が主に市民である

行政・公共施設 南砺消防署五箇山出張所 利用者が主に市民である

種別 施設 備考

レジャー施設 天竺温泉の郷 市内外から多くの利用者がある（温泉施設）

レジャー施設 スノーバレー利賀スキー場　 市内外から多くの利用者がある（スキー場）

レジャー施設 利賀国際キャンプ場 市外からの来訪者がある

観光・文化施設 利賀芸術公園 市内外から多くの利用者がある

観光・文化施設 そばの郷 市内外から多くの利用者がある

観光・文化施設 瞑想の郷 市内外から多くの利用者がある

観光・文化施設 道の駅利賀（ＴＯＧＡみどりの一里塚） 市内外から多くの利用者がある（道の駅であり、地域の拠点である）

行政・公共施設 利賀行政センター 地元の方の利用が主だが、重要な拠点となる

行政・公共施設 利賀診療所 地元の方の利用が主だが、緊急性があり、重要な施設である
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７－２ 複数施設が集まっている場合のサイン表示 

 

複数の施設が同一地区に集まっている場合には、通常サインに表示されるのは、その施

設を代表する名称、もしくはそれらの中で利用頻度の高い施設名称であることが多い。  

 

たとえば、旧城端町にある桜ケ池周辺には、 

 ● 桜ケ池公園・自然の森 

 ● 桜ケ池クアガーデン 

 ● 桜ケ池クライミングセンター 

の施設が集まっている。 

通常この施設に対する案内としては、代表される「桜ケ池公園」で以下に示す114系サ

インで誘導されることとなるが、他のクアガーデンやクライミングセンターは表示されな

いこととなる。 

 

 

上記の施設をすべて表示した場合、１１４系のサインが１箇所に３基設置されることと

なり、視認性が劣るため利用者の判断を困難にさせることが懸念される。このため、視認

性が良く、利用者にとって判読しやすい表示方法とすることが望ましい。表示方法として

は、なるべく集合化を図るとともに、市内共通のピクトグラムによって認識しやすいデザ

インとする。 

また、１箇所に３段以上のサインが設置される場合については、108系サインでは3段

以上の表示を行わないものとしていることから、114系サインにおいても同様に視認性が

劣るものと考えられ、３段以上の表示を行わないものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示内容が認識しづらい例 表示内容が判断しやすい例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例⑤ 

サインの集合化が図られており、ピクト

グラムが用いられている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例④ 

サインの集合化が図られており、ピクト

グラムが用いられている 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例③ 

サインの集合化が図られており、施設の

種類ごとに統一したピクトグラムが用い

られているが、表示項目が多く判別しに

くい 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例② 

ピクトグラムを用いておらず、施設の文

字表示に大小があることから、視認性が

低くわかりづらい 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例① 

サインの集合化が図られていない 

    桜ケ池公園 
Sakuragaike park        0.9km 

    
桜ケ池公園・自然の森 

Sakuragaike park        0.9km 

    
桜ケ池クアガーデン 

Sakuragaike kurgarden       0.9km 

    
桜ケ池クライミングセンター 

Sakuragaike climb center     0.9km 

    
くろば温泉 

Kuroba Spa                2.4km 

    
村上家 こきりこの里 
Murakami House Kokiriko no Sato  6.0km 

    
たいらスキー場 
Taira Ski Area                   15.0km 

ピクトグラムの表示 

 

ピクトグラムの表示 

 

情報の集約 

事 例 の 場 合 世界 遺 産 は 108

系で表示することになってい

るので、最寄りの施設から優

先的に表示する。 

 

事例①の場合 

 

事例③の場合 
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114系サイン例 

７－３ １１４系サインの表示内容に関する基本方針 

 

基本的には「交通安全施設設計要領」または「道路標識設置基準・同解説」に基づ

いて表示するものとするが、これらの指針に示されない細目について、以下のように

表示に関する方針の設定を行う。 

 

① 誘導対象施設は、優先度高および中の施設で、108系サインで表示されない施

設とする。 

② 平、上平、利賀地区内の108系サインに、世界遺産の各合掌集落を表示してい

ない場合は、114系サインを添架する。 

③ 施設の表示は３段までとし、優先度の高い施設や最寄りの施設から表示する。  

③ 誘導する施設の名称、およびピクトグラムで表示する。 

④ 国際表示（ヘボン式表記）を併記する。  

⑤ 誘導する施設までの概略の距離を記載する。ただし施設が道路に接している場

合は記載しない。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    瑞泉寺 
Zuisenji Temple         0.9km 

    
IOX-AROSAスキー場 
IOX-AROSA Ski Grounds     4.0km 

    道の駅 井波 
Inami        0.9km 
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